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序 論
児叢の，L，哩療法において，セラ ピストが， クライエン
トのおかれている家庭状況に目を向け.そこでのさまざ
まの人間関係の在リ方.とくに夫婦・親子を中心とした
家族関係のダイナミックスについて積極的に把濯しよ う
とすることは，治療を進めてし、〈上で極めて重要なこと
である。なせuなら，セラピストは，そのことによって，
クライエントの問題の性質の理解.治療場面でのクライ
エントの行動の理解，および治療関係のより建設的な在
り方への方向づけに際して， :{主義のある手掛りを手に入
れることができるからである。
そこで本稿では，まず最初に，前稿において十分に触
れられなかった本児の問題および家族関係において，そ
の後の新しい資料を追加・補足することによって.さら
に詳細に記述してみる。
次に，本児の問題と家族関係との相互の関連性につい
て.本児の問題の背景としての家族関係(もしくは家族
関係の象徴としての本児の問題)という視点から，若干
の考祭を加えてみる。
最後に，本児の親子関係と治療関係の相互の関連性に
ついても，とくにその父子関係の問題が治療場面にどの
ように反映されているかという視点から，少し触れてみ
たい。
なお，前稿において治療継続中であった本事例は，本
児の中学校への進学を機に，母親および本児の了解を得
て， 1976年3月6日 (計68回)をもって.約2年10ヶ月
の治療活動に一応の終止符を打った。
ヨド児と家族
I 本児の問題
1.前稿で述べた本児の問題は次の通りである。
a 本児は「行動に落ち着きがなく.教室においても
じっと座っておらず，大声も出す。担任が少しでも目を
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離すと校庭へ出てしまうJ
b 本児は「成績も悪し友達からは馬鹿にされ.無
視されている4
2 母親のカウンセリング報告からL、くつかの間題点を
述べてみる。
a 本児は畏まった言葉使いのためにー自分の気持ち
を十分に表現できていないのではないだろうか。
b.この頃は勉強意欲十分で‘よくやっているみたいだ
が，担任の謡では，本先に対するクラスメートの固定的
な悪いイメージがあるため.相変わらずクラスメートか
ら馬鹿にされ，つまはじきにされているようである。し
かし，特定の友達というほどでもないが， 2， 3人の行
き来している友達はできてきたようである (介28回)。
C. 本児の排尿の仕方
本児は幼稚園時代からズボン ・下着を全部下に降ろし
て排尿する。現在もそうである。学校では全部脱がない
でしているらしい。それに，排尿後も排便の時のように
紙を使う。 一日にロールのトイレット・ペーパーを全部
{吏し、切ることもある(オ29回)。
d 本児は?ッチがすれない。パγ と火がついた時に
どうしょうかなと思うらししカを入れてマッチをする
のを恐がる(;J'31回L
e 本児の犬恐怖
本児がまだ幼いヨチヨチ歩きの頃の事件。一匹の可愛
し、犬だったが，本児の遊んでいるところへやって来たの
で，本児は逃げ出したが転んでしまう。おまけにペロペ
ロと舌でなめられてしまう。それ以来，本児は犬を恐が
るようになった(;す56回)。
3.前稿で， r 5歳6ヶ月時，幼稚悶の先生め紹介でM
病院にてプレイ ・セラピィを受けるが効果なく jと述べ
たが，その当時のセラピストの行動観察記録から，治療
場面での本児の行動像の特徴をまとめてみる。
この行動観察記録1;1:，汁l回(1969年10月27日)-;'j. 
12回 (1970年 2月16日)までのものであり，この対'12回
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目をもってプレイ・セラピィは中断となっている。この
中断は，結局，セラピストに，本児を十分にacceptて、き
なかった焦燥感とやり切れなさ，また本児に対するnega-
tiveな感情を抱かせ.また母親にはセラピストに対する
不信感をもたせる結果となってしまったようである。
a.本児についてのセラピストの印象
「人形劇Jを放送する(分 l回)本児は r"?スJ. 
Iデスj調の極めて畏まった話し方である。話す内谷も
筋も支離滅裂と思われるほど強迫的lこ思いつくままを口
走る。そして本児は非常な緊張感と危機感に満ち，セラ
ピストの接近を脅威と感じ，まるで本児の周厨にあるも
のすべてが本児を傷つける加害者であるかのように被害
感情を持ち，日常生活における本児のいろいろな経験ま
でもが非常に抑圧されているのではないだろうかという
印象をセラピストに与えている。
b セラピストに対する本児の反応
(1) セラピストが本児に接近した場合
① 本児はセラピストを避けたり，セラピストに対
して命令する時のような言葉を吐いたりする(介 1回)。
本児は各回にわたって中断退室(その都度母親に日じられ
てプレイ・ルームに戻るが)や，セラピストに対してプ
レイ時間の短縮が頻繁に見られる。入室前本児に対して
セラピストが戸をかけると，本児は「わかりませんj，
「おしまいにしますJと一方的にこたえる(介 3図)。
会話は十分に成立していない。
② セラピストに対して木槌を娠り向け，ブロ yク
を投げ，ゴルフクラブを振り回したりしてセラピストを
攻墜する(介3図)。本児の後からセラピストがプレイ ・
ルームに入室すると，本児は一旦部屋を出て行こうとは
するが，それを止めて，セラピストに水をかける。セラ
ピストが逃げると追いかけてくる(汁6回)。
③ 本児は7 ジックや絵の具を，セラピストの顔-
n!l .手 ・またプレイ ・ルームの机 ・イス ・床 ・壁 ・鏡な
どいたるところに塗りたくる(:す6回 ・7回)。
④ セラピストが本児に攻撃されるままにしていな
かったり，逆に本児を攻撃したりすると，本児はそれが
気に入らないのか， rもうおしまいJと言って自主退室
する(:す6困)。
(2) 本児の行動をセラピストが禁止もしくは制止した
場合
① 本児は突然セラピストの「おっぱいをさわらせ
て」と言って，セラピストのセーターをめくる。費者いて
制止するセラピストに本児は水をかけ. rもうおしまいj
と言って退室する(:す6回)。
② セラピストのスキを狙って，本児(:t.砂積みのダ
童
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寸ーー
ンプカーを室外に運び出そうとする。それをセラピスト
が力ずくてd禁止すると，本児は r"?"?のところに行くの」
「骨が折れるJ. rキャ一助けてJ， roo先生キライ，
パカjと大声をはり上げて，大暴れする。今度はダンプ
をあきらめて汽車を持って行こうとするのを，さらにセ
ラピストが禁止すると、本児はセラピストを万でたたく
(汁8回)。本児は r"?"?ー」と大声でわめき，すわり込
んだり，また「おしまいにしますJと言ったりする(茸'
4回)。また本児は「キャーお母さんJと大声をはり上げ，
強引にダンプカーを運び出す(オ7回)。
c.本児のプレイ場面での遊具 ・玩具の使い方
(1) 砂場での遊ぴから
砂場の周囲には，スコップ・ナベ ・水筒・空缶 ・
トラックなどが散在し，周辺一帯が水びたしの状態にな
っている (オ6回L
(2) 箱庭表現から
作品は意味なく無秩序に玩具を配置するだけで，出
来上がると水をかけて洪水にしてしまう(芳10回)。木 ・
家・遊具・家具・棚・動物を無計画に配置するほ'll回)。
I 本児の家族関係
(母親のカウンセリング報告よりまとめる。)
1 .母親と本児
a.母親には 3人の母綴(本児沖、らみれば母方の祖母)
がいる。つまり、母親の実母(母親の生後12日目で死亡)，
義母 (異母妹がし、るが，母親自身あまり良い関係にある
とは思っていない)及ぴ養母 (母親自身，生みの親より
育ての親と思って!感謝している)の3人である(分51回)。
b 母親は19歳の時に本児を出産。それ以来貧血気味
で，よく本児を生めたと思っている。本児の問題がクロ
ーズ ・アップきれ出した頃，つまり本児が幼稚図へ行き
出す頃に目臭覚が麻簿した経験がある。また胃潰誌の疑い
もあり， x線では胃のあたりが凸凹になっており，幽門
へ通じる部分に問題があるらしい (介38回，汁44-49回)。
C.前稿で「母親は本児に対しては何かと世話をやき，
本児が自分一人で出来そうなことでもついつい手を出し
てしまいがちになる。母親自身本児に対して過保護だと
思っている」と述べたが，本児の言葉がまだ出ない頃の
本児に接する自分の態度が惑かったと母親自身反省して
おり.罪障感がある。それに母親は，当時，父親に気を
つかっていたため，それで何か引け目を感じ，本児には
ついかまいすぎになってしまったためだろうと思ってい
る(分56回)。また，父親との関係でイライラしたことを
本児にぶつけたりすることは済まないと思っている(分
34回)。父親が出張で家を空けた際，子どもと共にノンビ
リと この上なく幸せな日を過ごしたと感じることもある
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(~・ 27図 )，また.本児が将来結婚して， そのチどもに対
してどのように篠していくか心配であるが.やさしさだ
けは失わないで欲しいと願っている(庁40図)。
2.緩と始
父おtの過度の飲j丙について.母親は祖母 (父税の母)
から.母親が飲ませるからいけないのだと言われるが，
それでは自分のJI.つ瀬がないのではないかと患っている。
それに飲ませないでおこうと思っても，父親が自動販光
機で勝手にuって米たりする。そうすると今度はお金を
持たせるのがし、けないのだと言われるが.父親にお金を
持たせない訳には行かない(;t・39回)。
3.父親と本児
父親!;1r相当の痢好きで.同と肝臓を悉くして時折入
院することがある」と前稿で述べたが，これは本児が幼
稚問へ行き出す頃からの繰り返しでもある。
「家庭では.i西に酔った時など.本児に無理難題をふ
っかけて.本児を fキーキー』と言わせて喜ぶことがあ
るJと，前稿で指摘した父親と本児との関係について，
もう少しμ.体例をあげて明らかにしてみよう。
a、制6時頃起きて，眠っている本児の鼻をつまむ。
若しいから荷量してと本児が言うと，それが父殺に!I1Jかつ
て哲う ;n定かと本児を):{める(汁52回)。
b、i刊を飲むと人が変わる。からむ続がある。修学旅
行から帰って米た本児をつかまえて. r旅行では誰と秘
たのか」と執こく問いつめ，本児を涙ぐませる(;1'50回)‘
C、flt税1;1ノド児の本当の貌ではないなどと磁を雷って
本児を不安がらせる (ル56回L
d 本児の学絞め父親参観の当日 i酉を飲んて寝そべ
って行かないことカ、ある (汁61回)。
4 .父貌.f!t続 ・本児
a .父綴ヵ、本山LにinJかつて「もうお前は要らないJな
どと言って.本児を不安がらせる。それで母親はノド児に
inJかつて.rお時i)!;1玄物や。お母さんはおJIIjが大事や」と
Eって，ノド光をかばう(ル48回L
b 本児を留年させるかどうかで，夫婦が深夜まで激
論。ノド児も珍しく巡くまで起きる。心配して，母織に必
し介い終わったの?ときく。夫ω激論の原因!1.父親が
本児にtr.数の簡単な問題を出し.それを本児ができなか
ったことに端を発して，口論になった(対'32図L
c .父親はl'児に対して「高校は公立へ行けjと言う
か.本児1;1fJ i.初、無いので心配。それを見て，母親1;1本
児に 「公立がダメなら.ちゃんと私立へ行かせてあける
からjと3って安心させる (;:j・68悶)。
d.父税カg飲んて'f<tll)，テレビをつけっぱなしにして
ね込んてしまう‘それで本児がスイ yチを切リに父税の
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昔stに行ったのを，父親は自分を起こしに来た，あるい
は朝になったと勘違いをして.本児をひどく叱 1)，本児
や母親に「部屋から出ていけJとどなリ散らす。母親も
れけすに言い返す。しかし本児は，部屋に行った自分が
感かったと父親にあやまり.母親に心配をかけまいとし
た (庁63回)。
e 本児を相手に父親がプロ・ レスリングのようにし
かけてL、〈。本児は「ワァーワァー」と大声を出して逃
げる。母親は近所に対して耳uずかしい気持ちになる(;す
60回)。
f .野球見物に行った時，本児が父殺に「ジュース売
りに来ているよ。アイスクリーム売りに来ているよ」な
どとヨっても，父親は本児に買ってやらず，帰宅してか
ら. rお前のしつけが惑いjなどと母親を資める (;す57
回)，
g.父税が傍観のお尻に足を少しかけると，本児が
「何をするねんやjと言って父親にくってかかる(汁31
回)。
h.本児が真っ赤な顔をして， masturbationをやって
いるので¥母親は 「そこは大事なところだからJ， rオ
シッコlれなくなるからJ.rそこはきれいにするところ
だから」などと言って注意する。父税はlI<<tl昼だから，
ニういうことをちゃんと教えてくれるかどうかわからな
い。それに母線自身女姉妹ばかりで育ったので.男性の
そういうことはとんと勝手がわからないということであ
る (A'29回).
i. 母親1;1アレルギー性算炎で.父親の部屋に入ると
クシャミが出る。母線自身神経的なものであると思って
いる(ル56図L
治療場面
ここでは，本児の問題の特徴をよく示していると，智、わ
れる治療場爾を，本児の治療過程の記録からいく つかピ
ック・ア yプしてみる。
1 . 本児の畏まった態度に対するセラピストの鰻初の
印怠
「フ'レイの始まる前の挨拶の際， 本児は畏まった態度
で 『よろしくお願いしますjとピョコンと頒を下げる。
セラピストもそれにあわせて頭を下げるが.自のクリク
りした，やや太り気味の本児に，何か小学校4年生の男
のチらしからぬ堅苦しさを感じる。セラピストは，どう
してこの Fはこうなのかなと思いつつ，一緒にプレイ墾
に入る(沙 l回)，Jこの本児の態度はかなリ減少したと
はいえ.後半の治療場面にも幾分みられた。
1. トイレ(排尿)に対する本児の関心
r'iItぷ遊ひを途中でやめて，本児1;1トイレに行〈 。本
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児の済んだ後，セラピストにも行くように言う。セラピ
ストが部屋に戻ると「出ました? ちょっとだけ?Jと
尋ねて来るので， rうん，ちょっとだけ」とセラピスト
は答えるが，本児がどうしてセラピストのトイレのこと
を気にかけるのかとセラピスト自身が気にかけていると
- (分7回).Jまた，プレイの終了後トイレに行き，セ
ラピストにもするように言う。そしてセラピストが終わ
るまでま じまじとながめている(未9回， 11回)。
m.お化けごっこ
r1電話を用意しているセラピストに， rお化けだぞーj
とそばにあるーツ目小僧のビニール人形を手に持ってぶ
らさげて来る(芳4回).Jセラピストと本児が，お化け
になる役と驚かされる役とを何度も交替しながら， この遊
びを繰り返す(:;j・10回)。次に本児がお化けを何度も万で
切って退治することを繰り返す (す14回)。そしてセラピ
ストとのチャンパラになる(介15回Lチョウチンお化け
とーツ目お化けとの戦い(介20，23， 29回)が繰り返し
展開きれる。
1V.授業こ'っこ
「大学の講義室に入り，授業ごっこを始める。本児が
先生で，セラピストが生徒。本児は出席をとったり，問
題を出したりする。セラピストが正解すると，セラピス
トの頭をプラスチック製のパ y トでたたいたり，柄とし
て立たせたり，ウサギ飛ぴをやらせたりする。これがと
ても気に入ったようで.時間終了にもかかわらず， r終
わりの会jを始める。 r今日の一日のうれしかったこと，
楽しかったことjの報告をセラピスト にさせたり， rp 
CB汚染問題jのニュースを本児が発表する(す7回).J 
この遊びは.大体この調子で治療過程の前期に主として
よく出現したが(す10，11， 12， 16， 17， 20， 32回)， 
中期以後初めてプレイ室内で授業があったり(す39固)， 
セラピストのお尻をパットでたたくのがかなりコントロ
ールされるようになったり，授業をしないでセラピスト
を講義室内にただ閉じ込めて遊ぶだけになったり変化し
て来ている。
V. :!ド児がナイフでセラピストに切りかかる
砂場の砂をセラピストの方へ投げつけて来る。段々激
しく投げつけて来るので，制止する。そして砂場や黒板
になら投げてもいいと本児に言うと，本児はそれらに投
げつけ始める。そして砂場でみつけた洋食ナイフを砂に
グサリグサリと何度も突きさす。その後.そばにいるセ
ラピストに向かつてそのナイフを娠りかざし， r殺した
る，殺したるJとすごい迫カで2度言ってから，セラピ
ストの胸に突きつける。セラピストが本児の左手を軽〈
押きえて「やめろよJとソフトに言うと，本児はフワフ
重
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学
ワとナイフを床に落とす(分42回)。
羽.犬
セラピストにミニ玩具の小犬の名前をきいた後.小犬
のお尻を押えて「ここから ウンコがでるjと言う。次
に股の聞を指さし， rここは何?Jとセラピス トにきく
ので，セラピストが「きあ何かな」と返事をすると，本
児U:rオシッコすると ころ」と言う(芳24回)。犬小屋はエ
レクトーンの上や;窓のレールの上に置かれたりもする
(汁22，29， 40回L
考察
I 本児の問題の性質
本児と家族の 1-1 -a ';l:，客観的・外面的にはほと
んど不安や脅威を与えないと恩われるような教室場面に
おいて，本児が他の児童に比較して過度の緊張や不安，
また恐怖を感じたために，それに耐えられなくなり，そ
れを回避するためにとった行動であると考えられる。こ
のことから，本児には他の児童とはかなり異なった知覚
a 
様式，言い換えれば. Rogers • C.R.の言う知覚の場
(perceptual field) をもっているのではないかと推
定される。すなわち，本児の問題行動の背景には強烈な
場面恐怖が存在すると推定される。
また，本児と家族の1-3 -aは，上述した本児の場
面恐怖をさらに支持する根拠を与えるとともに.本児の
対人恐怖(ここでは女性のセラピストに対して)をも同
時に明示していると言える。そして本児の恐怖が敵意と
攻撃を基盤にしたものであることは，本児と家族の 1-
3 - b -(1)一②，③によって明らかに理解されるが，そ
こに見られる本児の攻撃は.セラピストの身体(顔 ・手・
・足)へ危害を加えることと，プレイ ・ルーム内での物
理的環境(机 ・イス ・壁等)の破損を意味している。
本児と家族の1-3-bー (1)ー ①.④および1-3-
b -(2)ー ①，②において、本児の 「おわり」の強要や，
「もうおしまいにしますJという言語表現は，セラピィ
場面や，セラピストとの関係の拒否という形態を取った
攻撃を意味している。さらに，本児と家族の 1-3 -b 
-(1)一④および1-3-bー (2)ー ①は，本児の欲求
( rセラピストのおっぱいをさわりたいJ，あるいは
「セラピストを自分の思い通りに攻撃したいJ)を充足
させなかったセラピストの禁止もしくは制止に対する本
児の攻繋であると言えよう。
このことから，欲求への禁止は攻撃を生むという考え
を引き出させるが， ここでは，本児の知覚の場の独自性
と考え合わせた上で，理解しなければならない。
I 間信の背景としての父子関係
考察の Iで解明された本児の問題の性質は，本児の場
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面恐怖もしくは対人恐怖が，本児の攻撃的な感情および
敵意に満ちた感情を基盤にしているものである。そして
その本児の問題特性が，家族関係のどの部分と関連が深
いかについて，以下に若干の考察を加えてみる。
まず，本児の問題が父親との関係における極めてnega-
tive で痛ましい，傷つけられた経験と桜深〈結合して
いるかは.本児と家族のII-3-a'b'c'dおよ
びI-4-a.b.c・d. e . 1の事実からすぐに
理解されるであろう。すなわち，父親が滴に酔った際に
本児に与えるsadisticな攻撃は，本児に父親に対する恐
怖感を抱かせたと同時に，父親に対する敵意や憎悪の感
情をも抱かせたであろうと推定される。しかし，そのよ
うな感情を自由に表現できない本児の家庭状泌において
は，本児はそれらを防衛し，次第に抑圧していくプロセ
スをたどらざるを得なかったものと推測される。従って.
そのことが本児をますます，治療場面 Iでみられるよう
に対人関係において緊張感に満ち， rigidで畏まった在
り方の行動様式へと駆り立てて行ったと推察される。
なお，父親の過度の飲酒は，それが具体的に何である
かは筆者には明瞭ではないが.父親自身の不安を回避す
司
るための一手段として， Horney ， K.が指摘していると
ころのnarcotizing (感覚の麻簿)の機能を果たしてい
ると言えるであろう。
II 父子関係と治療場面
考察のIで述べた父子関係の問題性は.治療場面，と
くに本児とセラピストとの相互関係に如実に反映されて
いる。ここでは， その中でで与もと〈に治療士場品面H
こ'つこ'およびWの授業ごっこをとりあげてみる。
前者を本児の父子関係に照らして見た場合.すぐに把
握できる顕著な特徴は，父子関係においてみられる父親
の本児に対するsadis ticな攻撃が，治療場面での先生と
生徒という役割j関係を基盤にした授業ごっこを過して，
精神分析学において極めて重要な概念である転移
(transference)の本質的な機能としてGreenson，R.R?
が指摘しているように，本児とセラピストの関係に置き
換え (disp lacement ) られているという点である。す
なわち，本児は授業ごっこの中で先生の役割lをとり.生
徒であるセラピストを攻撃したのである。またこの役割
は何度か交替され，この遊ぴが繰り返しつづけられたの
である。このような反復によって，本児は自らの内的な
問題としてのsadisticな過度の攻撃感情を十分に ac-
ceptし，克服して行ったと言えるであろう。
1Iのお化けこ'っこについても Nの場合と同様のメカ
ニズムが父子関係と治療関係に作用していると考えられ
る。すなわち，本児はお化けごっこの繰り返し，および
恐がらせたり，恐がらされたりという役割の交替の繰り
返しを通して自らの恐怖感情をaccept し，克服して行
ったと言えるのである。
引
なお，丹下Iま「治療者と子どもの間につくられる関係
は，治療関係を成功させるか，失敗させるかの決定的な
要因であるdと述べ，さらにセラピストの治療者の子ど
もに対する理解への努力を強調しているが，ここで述べ
たような適度な感情へと方向づけられて行〈治療的プロ
セスおよひ。治療関係の特質については，次稿に譲ること
とする。
要約
本稿では.一情緒障害児の心理治療過程について， (1) 
その問題および家族関係を明らかにし，(2)問題と家族関
係との関連性およひ"， (3)父子関係と治療関係との関連性
について者干の考察を加えた。
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Summary 
In this report clinical researches were made on the psychotherapeutic process 01 an emotionally 
disturbed child for the purpose of elucidating 
(1) the child's emotional problems and his family relationship 
(2) the influence of the relationship 01 his problems 
(3) the correlatiol1 of his father -SOI1 relatiol1 to his respol1se to the therapist. 
( 5 ) 
